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近年アトピー性皮靡炎をはじめとするアレルギー性疾患が増えている。これらに対し，漢方

治療に対する期待が高まっている。しかし，アトピー性皮附炎の増悪因子として，生活環境，

ストレス，食習慣など生活習慣病的要素が多々あり，成人してから，特に社会人となってから

ぱ治療に難渋することが少なくない。そうしたことから幼児期，学童期までに治療することが

好ましい。

この際問題となるのが，漢方薬の臭いと味である。特に乳児においては漢方薬を服用させる

ことは困難を極めることも多い。小児科領域では宜幕蔽の坐薬を用いることもある。
薬物の乳汁中への移行は西洋医学的には乳児への悪影聾という観点から懸念されるが，漠方

ではこれを逆手に取って治療に用いる場合もあるので紹介する。

漢方治療の原則「標治療法」と「本治療法」 アレルギー疾患などの内因性素因が関
連するような疾患に対しては，まず症状を軽減するための「標治療法」を行ってから「本治療

法」に入るのが原則である。例えば気管支喘息において気道の狭窄による咳嗽や喘鳴を取り除

くために麻害甘着蕩ゃ本曾篭蕩を与える。両者に共通の生薬として1森賃があるが，麻黄中の
エフェドリンには気管支拡張作用があり，症状の軽減は速やかにみられる。症状が落ち踏いた

段階で柴胡剤や躯痰血剤を長期にわたり投与して再発を防ぐ。これはその個人の証に基づき

薬剤を選択するが，漢方薬を内服することで内因性素因に対して作用していると考えられる。

エキス製剤においては標治療法と本治療法とを同時に組み合わせることも可能である。例え

ば小柴胡湯と麻杏甘石湯などの合方は日常診療でよく用いる。

免疫のバランスは幼少時のほうが変化しやすい アレルギー性疾患に用いる本治療法
の意義として，患者の免疫に作用しているものと考えられる。 Thl/Th2 バランス（図）は
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幼若であるほどこの免疫バランスを回復させる効果が大きい。

皮疹の状態によって薬の選択を 幼小児期のアレルギー性疾患は成人ほどこじれていない
ため，本治療法に重きをおいた治療になる。よく用いられる漢方薬には以下のようなものがある。

麗如籠直：顔の赤みが強く，ひどく痒がる。脂漏性湿疹にも効果がある。
釦紅直蕩：紅皮が強く，腫れぼったくてむくんでいるような状態の皮疹に用いる。また，

学童時期にみられる痒疹タイプの皮疹にも用いられる。

沿嶺臼二房：頭から顔面にかけての湿潤性の紅皮があるようなもので，滲出液が頭皮にべっ
とりついているような場合に用いる。便秘傾向があればまずこれを考える。

籍枝加贋著蕩．〉］、；鑓箪＇蕩．贋審鑓軍絨：乳幼児の本治療法として最も頻用される処方で
ある。胃腸が弱くて虚弱であり，どちらかというと下痢や腹痛を頻繁に訴えるような虚弱な幼

児に用いる。乳児であればこれらの症状がはっきりしなくても第ー選択薬として用いる。これ

ら三方の基本処方は桂枝加黄者湯で，これに膠飴が加わったのが小建中湯，更に黄者を加えた
のが黄者建中湯で虚していくにしたがって後者を選択する。

平蓋矢忍庸蕩：虚労の薬であるがステロイドのリバウンドなどで全身に滲出性の皮疹が出たと
きに用いる。痒みのために極端に寝不足になったときなど表面は然をもっているが，体の芯は

冷えていて，寒がる。このような状態に用いる。

叉蕃蕩：胃腸が弱くよだれが多いために口の周りの赤味が目立つ場合。
よくかんさん

抑肝散：訓が強く夜泣きがひどかったり，痒みのためにいつもキーキー泣いているような場
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合に用いる。胃腸が弱ければ抑肝散加陳皮半夏を用いる。

飲ませ方のコッ 授乳中の場合は母親に投与する経母乳投与を考慮する。この場合，母親に
成人畳の漢方薬を飲んでもらう。親の指を水で濡らして薬を少し取り，乳児の煩粘膜につけて

から母乳もしくはミルクを飲ませる方法もあるが，風邪などで短期間であればともかく，長期

に飲ませるのは困難である。

ミルクや果汁に混ぜて飲ませるのも一つの方法である。ミルク嫌いになっては困るが，小建

中湯や黄者建中湯などはもともとの漢方薬中に麦芽糖が入っており，飲みやすいので意外に飲

んでくれる。

幼児の場合，飲み物に溶かす，お湯に溶かしてから砂糖や蜂蜜を入れる，シャーベットやゼ

リーに混ぜるなどさまざまな工夫をして飲んでもらっている。

漢方薬は本来空腹で服用したほうが吸収がよいのであるが，乳幼児の場合は食事と関係な

く，お茶代わりにして，お風呂上がりなどで咽の渇いているときに飲んでもらってかまわない。

一度治ると再発しにくいのが乳幼児の特色 一度改善するとその後再発しないのが漢方
治療の特長である。本治療法により体内の免疫バランスが変化した結果と考えられる。漢方治

療終了の目安は皮疹の赤みが取れる，というのみならず，皮府の乾燥が取れ，バリア機能が回

復したのを確認して治療を終了する。 Thl/Th2 バランスはアトピー性皮開炎のみならず他の

アレルギーとも関連しているために，アレルギーマーチを止め，気管支喘息などのアレルギー

も発症しにくくなる。

治療期間は個人差があるが，完全に皮麿バリア機能が回復するまでには年単位で治療が必要

な場合もあり，初診時に母親に十分説明する必要がある。
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